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Ｘ線格子のデザイン・発注	
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角度依存性を持つＬＣＳスペクトルの考慮	
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l  以前のシミュレーションは0～10mradの範囲の平均スペクトルを使用	
  
l  正確には、中心からの距離に依存してスペクトルが変わるので、位相イメージン

グの画質も変わる。	
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発注した格子のパラメタ前提	
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まとめと今後の予定	


•  コンパクトな位相イメージング構成を可能とするＸ線格子（G1&G2）を発注
済。	
  

•  スペクトルの角度依存性を考慮した画質検討を行った。視野中心からの
距離に依存して画質が変わる。ただし、これまでのシミュレーションの前
提よりも実際は単色性が高いと思われるので、予想より画質は高い可能
性がある。より立ち入ったシミュレーション研究を続ける。	
  

p  AISTのLCSによる位相イメージング実験	
  
•  既存格子setによる実験（4月?）	
  
•  新規発注格子（G1,	
  G2）の評価	
  
•  G0の追加発注、及びコンパクト構成による位相イメージング実験	
  

p  Striped	
  LCS	
  
•  定在波形状の光源を考慮した位相イメージングシミュレーション	
  

p  3rd	
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  （2015秋、ワシントンＤＣ（NIH））	
  
2nd	
  XNPIG(Garmisch,	
  Germany) 	
  参加者164名	
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